
 

Ｒ Ｉ 会 長 フランチェスコ・アレッツォ  

第２５６０地区ガバナー   室賀 信宏             
第７分区ガバナー補佐  小田島 修平（糸魚川 RC） 

会 長 横山  明 

幹 事 中田浩太郎 

広報・雑誌・会報・HP委員会 長谷川覚 稲生大樹

 

国際ロータリー第２５６０地区 

新井妙高ロータリークラブ週報 
 

通算第 3115 回  本年度第 11 回例会 2025.10.22（水） 

 

国際ロータリー第２５６０地区 

新井妙高ロータリークラブ週報 
 

南雲ガバナー公式訪問 

会長挨拶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告  
〔回 覧〕・いもり池湿原保全事業 ヨシ刈り活動 環境サポーターズ募集のご案内 

        ・あいあう様より 「子どもまんなかフェスタ」開催のご案内 

〔メイクアップ、委員会等出席者〕 ・10/11（土）IM出席、登録 22名 

 

皆さんこんにちは。本日も例会出席ありがとうございます。そして、本日

大変はお忙しい中、ガバナー室賀信宏様、ガバナー補佐、小田島修平

様、地区幹事 関根功雄様、お越しくださいまして誠にありがとうございま

す。後ほど講話をよろしくお願いいたします。 

さて、先日の 10 月 11 日に糸魚川の地で第３２回第７分区インターシテ

ィーミーティングが開催されました。式典、講演会、懇親会と参加してきま

したが、大変素晴らしい式典、講演会で多くの学びを得ることができまし

た。特に講演会では地区ラーニング委員長、高橋秀樹様よりご講演いた

だき、マイロータリーを活用しようという演題でしたが、なぜマイロータリー

を使った方がいいのかという所からお話いただき、大変わかりやすく勉強

になりました。今後はマイロータリーを積極的に活用していきたいと思いま

すし、まだ登録されてない方は是非登録をお願いいたします。 

また懇親会では、ジャズオーケストラによる演奏、糸魚川の美味しい料

理、地酒を堪能させていただきました。第７分区の結束の強さ、仲の良さを

改めて感じさせていただきました。懇親会の中で、IM ゴルフ大会の表彰

式も開催されました。団体戦は惜しくも２位でしたが、個人戦では 5位に長

谷川さん、準優勝に相浦さん、そして私が優勝することができました。後ほ

どニコニコ BOXに投入させていただきます。 

最後になりますが、寒い季節になり風邪も流行ってきています今日も欠

席の方も数名いらっしゃると聞いています。体調管理をしっかり行い、社

業、ロータリー活動に努めていただければと思います。 

それでは本日も例会よろしくお願いします 

 

お客様 

第 2560地区  

ガバナー     室賀 信宏様 

ガバナー補佐 小田島 修平様 

地区幹事     関根 功雄様 

新井妙高ローターアクトクラブ 

幹事 星野楓香様  

 

お食事 
新駒寿司様 

ちらし 

出席報告 
  56.75 % （21/37名） 

前々例会訂正出席率 

64.86% （10/1） 

 
 

ニコニコ BOX 
室 賀 様 

関 根 様 

小田島様 

横山会長 



――ご挨拶―― ガバナー補佐 小田島 修平様          地区幹事 関根 功雄様 

 

 

 

 

――プログラム―― ガバナー講話 

はじめましてこんにちは。国際ロータリー2560 地区 2025-
26 年度ガバナーの室賀信宏と申します。所属は白根ロータ
リークラブです。どうぞよろしくお願いいたします。 
めっきり寒くなりまして、今ほど地区幹事からもお話があ

った通り、３日後には地区大会という事であります。そんな
中での新井妙高クラブの公式訪問という事であります。今、
地区大会の準備でバタバタしているという状況であります。
冒頭私の自己紹介を。1958 年東京大田区蒲田で生まれまし
た。そして 33 歳になるまで蒲田にて生活をしておりました。
33 歳の時、私共の会社株式会社室賀シボリが新潟に工場を
作るという事で、旧西蒲原郡月潟村に工場を建て、その責任
者として新潟に参りました。当初、社長からは３年から５年
位、工場を本格的に立ち上げたら東京に戻って来いと言われ、

新潟後に参りました。3 年 5 年 10 年と経つうちに、新潟の工場が拡大していき、なかなか東京には戻れない
という状況になりました。現在東京の本社、工場は私の息子が見ております。という状況で、33 歳から今ま
でずっと新潟におります。 
 そして縁があり、1999 年白根ＲＣに入会いたしました。1999-00 年度、この 2560 地区、当時は群馬、新潟
と２つの県をもって 2560地区を構成しておりました。２つの県の最後の年、その時に入会いたしました。そ
の年度、当クラブから今は亡き佐野孝さんがガバナーに就任されました。当時私は新人で、何も、何をして
いいのかわからないという状況の中で地区大会を迎えたことを思い起こしております。その年のガバナーは、
群馬館林ＲＣの高木貞一郎さん、ＲＩ会長はカルロラビッツアさん、イタリアの RI 会長でした。今年度私が
ガバナーを拝命いたしまして、RI 会長はフランチェスコ・アレッツォさん、イタリアラグーザ RC、イタリア
の長靴の形の先端、シチリア島のメンバーです。入会した時もイタリアのＲＩ会長、そしてガバナーを拝命
した本年度もイタリアの会長という事で、私はイタリアに縁があるのかなと。私がガバナーエレクトの時は、
ＲＩ会長エレクトはマリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴ氏、ブラジルの方でした。６月９日 RI
から辞任を発表されたと突然メールが届きました。理由につきましては、個人的ビジネス上の都合により続
けられなくなったという事でありました。そして、その１週間後に緊急理事会が開催され、会長が選出され
たとの事であります。当該年度の６月３０日以前に RI 会長エレクトがその職務を遂行できなくなった場合に
は、選出されたノミニー時代の５人の候補者のうちの残りの４人の候補者から選出されると定款があり、そ
れに則り RI 理事の選挙により選出されます。 
本年度の RI 会長メッセージ「よいことのために手を取り合おう」～UNITE FOR GOOD～ 国際ロータリー

「メッセージ」に違和感を感じませんか？ 昨年までは RI 会長「テーマ」と皆さんにお示ししていたと思い
ます。なぜ、「テーマ」が「メッセージ」なのか。皆さんご存じの通り、近年の RI では単年度ではなく、活
動をビジョンを持って進めていこうという方針に則り、テーマというのは当該年度の RI 会長が国際協議会に
おいて皆さんにお示しになり、テーマというのは会長自身がお考えになり皆さんに発表する。今までは年度
のロゴを作り皆さんにお示ししていました。テーマから年度へと替わった理由と同じように本年度からは年
度のロゴは廃止されました。そして、メッセージというのは会長自身がお考えになり、RI 理事会承認の後に
皆さんに発表すると手順となっております。メッセージというものは長期にわたり使用するのか、3 年間は
使用するのかという質問を投げかけましたところ、それは年度ごとの会長によって変わるかもしれないし、
そのまま使用するかもしれないという答えをいただきました。UNITE FOR GOOD とさほど変わらない継続性を
持ったメッセージを来年度以降も発信するいう事であります。 
今年度 RI 会長が選出されたと同じ手順を踏み、RI 会長エレクトはオラインカ・ハキーム・ババオラさんと

いう事であります。出身はナイジェリアトランス・アマディ・ロータリークラブ所属であります。そしてメ
ッセージを受け、アレッツォ会長は 3 つの事を挙げました。 

 

お礼をする機会をいただき
まして誠にありがとうござ
います。10/11に IMを開催
させていただきました。 
前年度の和泉ガバナー補佐
を見習い、参考にして一生
懸命やらせていただいたつ
もりです。皆様からも盛り
上げていただき、大変あり
がとうございました。ゴル
フ大会では横山会長が優勝
でした。おめでとうござい
ました。 

今から３年ほど前に、青少
年奉仕委員会の卓話をこち
らでいたしました。その時
の心境と今の心境では違
い、特に最近は地区大会の
準備で大混乱しておりま
す。ぜひ今週末の地区大会
は、新井妙高 RCの皆さんに
も楽しんでいただけるよう
に頑張っておりますので、
是非ともよろしくお願いい
たします。 



１.                      2. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 

2025-26年度国際ロータリー第 2560地区目標と

して「ロータリーで善の循環を」を挙げさせてい

ただきました。我々ろーたりー案が善の行動、善

の事業を地元、日本、世界対象として行い、その

善の心がロータリーの歯車のようにこの世の中で

良い回転をしてほしい、そういう願いを込めて目

標を挙げさせていただきました。各ロータリーク

ラブが活発に活動していく為に地区は存在してい

ると考えております。 

本年度は 3-Year Rolling Goals の 2 年目に当た

ります。残念ながら各クラブメンバー一人一人に

このことが徹底されているとは言えません。ロー

タリー行動計画、クラブの戦略計画の作成をさらに浸透させることが重要です。 

◆ 公共イメージの向上は長年の課題となっており、一般の人々にロータリーの活動を広く知っていただ

くことは、会員拡大のポイントであると考えられると思います。 

◆ ロータリーファミリーのすそ野を広げること、そしてパートナーシップを広げることは、ロータリー

の拡大を意味します。各関係団体と手を取りあい、奉仕活動を展開していきましょう。 

 これらのすべては会員拡大を意味します。全てのメンバーが手を取りあいロータリーの発展を成し遂げま

しょう！。 

 

 

 

 

 

 

 

クラブのビジョンを持ち、戦略計画に則って活動しているクラブは活発で会員増強も成功していると考えて

います。メンバー1 人 1 人がロータリー活動に励んでいただけたらと思っております。と室賀ガバナーのお

言葉がありました。 

        

                     
                     
                     
                     
                     
                 

                     
                     
                     
                     
     

        

                     
                     
                     
                     
                     
                     
             

                     
                     
                     
              

               
 

                        
                        
                      
                      
                      
                      
           
                      
                      
                      
                      
       


